
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
法

学
部
で
は
、
熱
心
に
勉
強
に
取
組
む
学

生
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
公
務

員
試
験
の
合
格
者
（
昨
年
度
約
60
名
）

や
大
手
企
業
に
就
職
す
る
人
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。「
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
が
、

結
果
を
出
す
学
部
」
と
い
う
評
判
が
高

校
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

１
年
生
の
約
4
分
の
１
が
「
法
学
検
定

試
験
４
級
」
に
合
格
し
て
い
ま
す
（
学

内
１
位
の
得
点
の
学
生
は
、
全
国
で
40

位
以
内
）。
皆
さ
ん
は
、
こ
の
記
録
を
破

る
よ
う
に
早
く
か
ら
勉
強
に
取

り
掛
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
大
学

で
は
自
分
で
判
断
し
て
行
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
会
が
増

え
ま
す
。
自
分
１
人
で
は
判
断

で
き
ず
に
悩
む
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
ゼ
ミ
」
な
ど
の
演
習
（
ゼ

ミ
）
を
毎
年
必
ず
履
修
し
て
く

だ
さ
い
。
先
生
方
は
、
い
つ
で
も
喜
ん

で
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
に
な
り
手
助
け

を
し
て
く
れ
ま
す
。
肝
心
な
こ
と
は
、

「
１
人
で
悩
ま
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

す
。法
学
部
で
は
、「
全
員
就
職
を
決
め

て
卒
業
さ
せ
る
」
と
い
う
目
標
を
も
っ

て
、
全
教
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し

て
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
も
、
４
年

後
に
は
自
分
が
希
望
す
る
就
職
先
か
ら

採
用
通
知
を
も
ら
っ
て
、
晴
れ
晴
れ
と

し
た
気
持
ち
で
卒
業
で
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

姫
路
獨
協
大
学
医
療
保
健
学
部
に
入

学
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
医
療
保
健
学
部
教
職
員
一
同
は
、

皆
さ
ん
の
御
入
学
を
心
か
ら
歓
迎
し
、

共
に
医
療
保
健
学
の
学
習
や
研
究
を
行

う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

医
療
保
健
学
部
で
は
、
各
教
員
が

学
生
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、

数
人
の
学
生
を
責
任
を
持
っ
て
、

指
導
教
育
す
る
担
任
シ
ス
テ
ム
を

採
っ
て
い
ま
す
。
学
習
、
ク
ラ
ブ

活
動
、
そ
の
他
の
学
生
生
活
に
つ

い
て
、
気
軽
に
相
談
さ
れ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ま
た
、
文

理
総
合
大
学
の
利
点
を
生
か
し
、

既
存
の
外
国
語
学
部
、
法
学
部
、

経
済
情
報
学
部
に
加
え
て
、
本
年

度
新
設
の
薬
学
部
の
協
力
を
受

け
な
が
ら
充
実
し
た
教
育
を
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
姫
路
市
を
中

心
と
し
て
、
広
く
播
磨
の
医
療
機

関
、
保
健
所
、
保
育
所
、
児
童
養

護
施
設
や
獨
協
医
科
大
学
の
御

協
力
に
よ
り
充
実
し
た
臨
床
実

習
が
で
き
る
こ
と
が
確
約
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、ケ
ア
を

必
要
と
す
る
ヒ
ト
の
ニ
ー
ズ
に
正

し
く
対
応
で
き
る
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
保

育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
養
護
教
諭
、
臨

床
工
学
技
士
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
地

域
社
会
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

も
ら
え
る
も
の
と
、
期
待
し
て
い
ま
す
。
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新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
。

今
日
か
ら
姫
路
獨
協
大
学
で
の
新
た
な

生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
本
学

に
お
い
て
、良
き
師
良
き
友
に
め
ぐ
り

合
い
、
学
び
の
中
か
ら
自
己
を
高
め
、

社
会
に
役
立
つ
有
為
な
人
間
に
育
っ
て

い
か
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
期
待
し
て
い

ま
す
。

姫
路
獨
協
大
学
は
、兵
庫
県
西
部
で

唯
一
、全
学
部
全
学
年
が
一
つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
学
ぶ
文
理
総
合
大
学
で
す
。

本
学
は
、文
系
と
理
系
の
学
生
、
留
学

生
、
大
学
院
生
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
を
目
指
し
て
、
多
様
な
価
値

観
を
持
っ
て
切
磋
琢
磨
し
、
広
い

視
野
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
大

学
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

姫
路
獨
協
大
学
は
、
２
つ
の

建
学
の
理
念
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
学
問
を
通
じ
て
の
人
間

形
成
と
地
域
貢
献
で
す
。
幅
広

い
教
養
と
深
い
専
門
知
識
、
そ

し
て
高
い
道
徳
性
を
兼
ね
備
え
た
人
材

を
育
成
し
、
地
域
の
繁
栄
に
寄
与
す
る

こ
と
、
こ
れ
が
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た

使
命
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
公
務
員
合

格
実
績
、TO

EIC

の
得
点
上
昇
率
な
ど
、

本
学
は
今
着
々
と
実
績
を
積
み
上
げ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ど
う
か
先
輩
の
後

に
続
い
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
教
職
員

は
、
皆
さ
ん
の
目
標
達
成
を
全
力
で
支

援
い
た
し
ま
す
。
と
も
に
が
ん
ば
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
ご
入
学
お
め
で

と
う
。
心
か
ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
お

祝
い
に
か
え
て
坂
村
真
民
さ
ん
の
次
の

詩
を
紹
介
し
ま
す
。

「
リ
ン
リ
ン
と
／
お
の
れ
を
燃
や
せ
／

道
の
草
木
も
／
輝
く
ば
か
り
　
　
　

リ
ン
リ
ン
と
／
お
の
れ
を
鳴
ら
せ
／

空
ゆ
く
雲
も
／
湧
き
立
つ
ば
か
り
」

皆
さ
ん
に
は
「
リ
ン
リ
ン
と
己
を
燃

や
す
」
生
き
方
に
気
づ
い
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
い
の
ち
輝
く
草
木

や
空
に
湧
き
立
つ
雲
す
ら
か
ら
も

「
リ
ン
リ
ン
」
と
い
う
い
の
ち
の
響
き

が
聞
え
て
き
ま
す
。
美
し
く
さ
わ
や

か
で
「
凛
（
り
ん
）」
と
し
て
い
る
自

然
が
、
私
た
ち
の
中
に
も
流
れ
て
い

ま
す
。

自
分
を
豊
か
に
生
き
る
土

壌
を
作
る
こ
と
が
、
大
学
生

活
の
基
礎
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
人
生
を
豊
か

に
生
き
る
方
法
は
、
大
学
だ

け
で
し
か
学
べ
な
い
、
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
「
学
問
」
を

通
じ
て
学
ぶ
に
は
、
大
学
が

も
っ
と
も
近
道
で
、
し
か
も
も
っ
と
も

人
間
を
豊
か
に
す
る
道
で
す
。

学
問
を
通
す
こ
と
で
、
私
た
ち
の
世

界
は
外
の
世
界
に
広
が
り
、
そ
の
こ
と

で
私
た
ち
の
心
も
深
く
な
り
ま
す
。
ま

た
逆
に
内
面
が
深
ま
る
こ
と
で
、
外
の

世
界
の
広
さ
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ど
こ
ま
で
も
広
く
、
限
り
な

く
深
く
、
歩
も
う
と
す
る
と
き
、
自
己

を
生
き
る
こ
と
の
謎
も
解
け
て
き
そ
う

で
す
。

と
も
に
姫
路
獨
協
大
学
で
、
リ
ン
リ

ン
と
広
く
深
く
生
き
る
道
、
を
探
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

法学部長
石田 裕敏

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
は
高
校
か
ら
大
学
へ
と
ス
テ
ー
ジ
を

移
し
、
旺
盛
な
好
奇
心
と
共
に
、
学
生
生

活
4
年
間
の
攻
略
法
を
あ
れ
こ
れ
と
考
え

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
水
先
案
内
人
と

し
て
、
私
は
皆
さ
ん
に
2
つ
の
こ
と
を
提

言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
1
つ
目
と

し
て
、
二
十
歳
前
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ

る
今
を
大
切
に
生
き
る
こ
と
。
何
事
に
も

好
奇
心
を
持
っ
て
貪
欲
に
吸
収
し
、
良
い

仲
間
と
集
い
、
大
い
な
る
寄
り
道
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。
2
つ
目
は
、
本
当
に
し

た
い
と
思
う
こ
と
を
見
つ
け
、
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
能
力
・
資

格
を
身
に
着
け
る
こ
と
。
そ
の
た

め
に
、
経
済
情
報
学
部
で
は
、
経

済
の
仕
組
み
を
学
ん
で
そ
れ
を

活
か
し
た
い
人
に
は
経
済
情
報

コ
ー
ス
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
好
き

で
そ
の
方
面
を
活
か
し
た
い
人
に

は
情
報
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
、
さ
ら

に
、
経
営
情
報
コ
ー
ス
、
財
務
・

会
計
コ
ー
ス
の
４
つ
の
コ
ー
ス
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
格
取
得
の
た
め
に

は
各
種
講
座
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
自
分

の
目
的
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
積
極
的
に
受

講
し
、
ぜ
ひ
将
来
の
仕
事
へ
と
つ
な
げ
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
２
つ
の
こ
と
が
実
現

さ
れ
た
な
ら
、
あ
な
た
は
高
得
点
で
こ

の
ス
テ
ー
ジ
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
手
助
け
を
す
る
の
が
私

た
ち
教
職
員
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
努
力

は
惜
し
み
ま
せ
ん
。

外国語学部長
岡田 勝明

姫
路
獨
協
大
学
が
全
国
初
の
公
私
協
力
方
式
で
1
9
8
7
年
に
開
学
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど

年
、今
年
も
大
勢
の
新
入
生
を

迎
え
ま
し
た
。
開
学
当
初
、
外
国
語
学
部
・
法
学
部
の
2
学
部
だ
っ
た
本
学
も
、
3
年
目
に
は
経
済
情
報
学
部
を
、
昨
年
に

は
医
療
保
健
学
部
を
開
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
は
薬
学
部
を
開
設
し
、
地
域
の
方
々
に
根
づ
い
た
文
理
総
合
大
学
と
し

て
進
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
2
0
0
7
年
に
入
学
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

20 20
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姫
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獨
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姫路獨協大学長
大塚 健洋

医療保健学部長
堀 清記

経済情報学部長
秋本 義久

創
立
　
周
年
記
念
式
典

薬
学
部
開
設
記
念
式
典

20

創
立
　
周
年
記
念
式
典

薬
学
部
開
設
記
念
式
典

20

姫
路
獨
協
大
学
薬
学
部
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
学
お
よ
び
薬

学
部
の
教
員
一
同
、
心
か
ら
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
４
月
か
ら
新
し
く
設
立
さ

れ
た
薬
学
部
の
一
期
生
と
し
て
、
ス
マ

ー
ト
に
出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
新
学

舎
で
勉
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
薬

は
楽
し
い
の
上
に
草
カ
ン
ム
リ
で
す
か

ら
、
楽
し
く
勉
強
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
６
年
後
の
薬

剤
師
国
家
試
験
を
目
指
し
て
、
基

礎
科
目
か
ら
専
門
科
目
ま
で
ジ
ッ

ク
リ
積
み
上
げ
て
行
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
１
年
生
の
間
は
教

養
科
目
も
多
く
、
早
期
体
験
実
習

も
あ
り
、
幅
広
い
人
間
形
成
を
指

向
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
薬
剤

師
は
患
者
様
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

重
要
で
、
こ
れ
に
は
専
門
知
識
以
外
に

一
般
教
養
が
必
要
で
す
。
将
来
自
分

が
患
者
様
と
向
き
合
っ
て
い
る
場
面
を

想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
面
で

必
要
と
思
わ
れ
る
一
般
教
養
を
身
に
つ

け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
勉
学
以
外

の
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
も
積
極
的
に
参
加

し
、
趣
味
も
豊
か
に
し
て
、
人
生
の
基

礎
を
築
い
て
頂
き
た
い
と
期
待
す
る

次
第
で
す
。

薬学部長
奥村 勝彦

※
詳
細
は
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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2006年度後期「学生による授業評価」アンケート実施報告
「学生による授業評価」アンケート調査結果の概要を、今号では報告します。
データ分析は、集計・分析を委託した（株）日経リサーチによるものです。
調査概要

【
【
【
【
【

調 査 実 施 時 期
調 査 対 象
調 査 方 法
調 査 内 容
調査回収サンプル数

】
】
】
】
】

2006年12月4日（月）～12月8日（金）
姫路獨協大学の全学生
授業出席者に対して配布、授業時に回収
受講態度、授業内容、教員の授業方法・教員の授業態度、授業成果の評価
合計16698サンプル※（総配布サンプル数33477 回収率 49.9%）

学部別
●外国語学部
ドイツ語学科
英語学科
中国語学科
日本語学科
国際文化コミュニケーション専攻
スペイン語学科
韓国語学科
●法学部
法律学科

・・・・・・・・・5156
・・・・・・・・・・282

・・・・・・・・・・・・2594
・・・・・・・・・・497
・・・・・・・・・1098

・・273
・・・・・・・243

・・・・・・・・・・・169
・・・・・・・・・・・・4390
・・・・・・・・・・・4390

●経済情報学部
経済情報学部（1,2年）
経済情報学科（3,4年）
経営情報学科（3,4年）
●医療保健学部
理学療法学科　　
作業療法学科
言語聴覚療法学科
こども保健学科
臨床工学科

・・・・・・・・・・4902
・・・・2888
・・・・1341
・・・・・673

・・・・・・・・・2096
・・・・・・・・・・・511
・・・・・・・・・・・455
・・・・・・・・・・249
・・・・・・・・・・431

・・・・・・・・・・・・・450

学年別
1年
2年
3年
4年

・・・・・・・・・・・・・・・・6298
・・・・・・・・・・・・・・・・4427
・・・・・・・・・・・・・・・・3758
・・・・・・・・・・・・・・・・2044

※学科、学年が未記入のもの
を含む。

＜受講態度について＞ 別表-1
○『この授業によく出席している』についての自己評価は、「非常にそう思う」が54.1%と半数以上を占め、
「そう思う」の合計でも84.9%とアンケート回答者の授業の出席率の高さがうかがえる。
○次いで自己評価の高いものは『この授業でマナーを守っている（携帯電話、私語、遅刻、中途退室）』で「非
常にそう思う」は41.9%、「そう思う」の合計は77.2%と、7割以上は受講態度に対する評価が高い。
○『この授業に意欲的に取り組んでいる』では73.2%が「そう思う」としている一方で、『この授業の予習や
復習をよくしている』については39.3%と自己評価は低く、授業時間以外に学習に臨む姿勢の弱さが　
感じられる。

＜授業内容について＞ 別表-2
○『授業内容は､シラバス等に示されていた内容を満たしている』という質問に対し、「非常にそう思う」と「ある
程度そう思う」の合計は75.5%。7割以上は『授業内容はシラバスの内容を満たしている』と評価している。
○『授業内容は､レベルが適切である』という質問に対し、「非常にそう思う」と「ある程度そう思う」の合計
は72.8%。やはり7割以上が『レベルが適切である』と評価している。

＜授業方法・教員の授業態度について＞ 別表-3
○授業方法・教員の授業態度では、『教員の授業態度の熱心さ』という質問に対し「非常にそう思う」が49.7%
と最も高くなっている。次いで『授業のテーマや目的の明確さ』でも「非常にそう思う」が47.2%と高い。
○『授業時間の適切な運用』でも「非常にそう思う」と「ある程度そう思う」の合計が8割を越え、評価が高く
なっている。
○『教科書の適切な活用』では「そう思う」の合計が52.0%と、やや低い評価となっている。

＜授業による成果について＞ 別表-4
○『授業内容に興味を持つことができる』『この授業を通じて､新しい知識を得たり､物の見方や考え方が
学べるあるいは､技能の向上を実感することができる』では「そう思う」の合計は7割以上となっている。
また『この授業を受講して満足している』でも「そう思う」の合計は74.2%で7割以上となっている。
○『この授業に触発されて､さらに深く学習したい』では「そう思う」の合計が65.7%とやや低く、自発的に
学習に臨む姿勢には弱さが見られる。

データ分析
■全体データ
＜受講態度について＞
授業の出席や受講態度については自己評価は特に高く、また授業に対して意欲的に取り組んでいる

という自覚もあるものの、授業の予習・復習に対する評価は低く、自己学習に対しては消極的な姿勢が
見られる。

＜授業内容、授業方法・教員の授業態度について＞
授業態度の熱心さ、学生への対応といった教員への評価は高く、授業テーマや目的、授業時間の運

用、説明のわかりやすさなど授業方法に関しても高い評価となっている。授業内容についても内容を
満たし、レベルも適切であると評価されている。さらなる満足度向上のためには、授業で用いる教科　
書をより適切に活用することが望ましい。

＜授業による成果について＞
授業内容に興味が持てる、授業の成果を実感できると積極的に評価している（「非常にそう思う」と回
答している）のは約4割。また、授業に触発されてさらに深く学習しようと自発的・意欲的に学習に取り
組む姿勢は34.0%と低くなっている。

■属性別データ
●学部別

内容・方法・成果では外国語学部が最も高く、次いで医療保健学部、法学部、経済情報学部の順となる。
受講態度については医療保健学部、外国語学部、経済情報学部、法学部の順で評価が高い。

●学年別
留学生の評価が特に高い。学年間では内容・方法・成果で4年の評価が最も高く、2年の評価が低い。
受講態度については1年の評価が最も高く、学年が上がるにつれて低くなっている。
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外
国
人
観
光
客
に
本
当
に
見
て
も
ら
い
た
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姫
路
　
ド
イ
ツ
語
観
光
マ
ッ
プ
作
り

ド
イ
ツ
語
学
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

ド
イ
ツ
語
学
科
2
年
　
　私

達
は
今
回
、
ド
イ

ツ
語
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
理
由
は
、
姫
路

か
ら
次
第
に
ド
イ
ツ

語
の
ガ
イ
ド
が
姿
を

消
し
て
い
る
こ
の
悲
し

む
べ
き
状
況
を
、
私

達
自
身
の
手
で
打
開

し
た
い
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

作
成
過
程
に
お
け

る
資
料
探
し
の
作

業
な
ど
、
姫
路
市
の

予
備
知
識
が
無
い
私
に
と
っ
て
は
楽
な
作
業

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
完
成

し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
予
想
以
上
の
仕
上
が

り
で
、
大
き
な
達
成
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
際
に
ド
イ
ツ
人
と
コ
ー
ス
を
歩
い

て
み
て
、
今
ま
で
あ
ま
り
意
識
し
な
か
っ

た
姫
路
や
諸
寺
社
の
歴
史
、
歩
行
者
と
自

転
車
が
共
に
往
来
す
る
歩
道
の
危
険
性
と

諸
外
国
で
は
見
ら
れ
な
い
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

に
対
す
る
意
識
や
、
城
下
町
と
し
て
の
姫

路
独
特
の
魅
力
を
再
確
認
出
来
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
が
姫
路
市
の

観
光
事
業
の
参
考
に
な
る
と
共
に
、
姫
路

を
訪
れ
る
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
の
観
光
の

補
助
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。
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私は、2005年３月から10ヶ月間、ドイツのライプツィヒ（Leipzig）で派遣留学生として学んできました。この10ヶ月間の長期留学は大学生活の集大成となりました。この留学
を支えてくれたのは家族や先生方はもちろん、多くの人との出会いでした。
私は入学当初から長期留学に興味を持ち、いつか国外に飛び出したいと考えていました。当初はオーストラリアやイギリスといった英語圏に目を向けていました。実際、

１年生では他の学科に籍を置き、第一外国語として英語を専攻し、ドイツ語は第二外国語として選択していました。しかし、時間を重ねるほど週2時間のドイツ語の授業が
楽しくなり、もっとドイツの事を知りたい、ドイツ語を学びたいと思い、ドイツ語学科に転入しました。そのきっかけとなった授業で、学生にもドイツの事をもっと知ってほしいとい
うドイツ好きな先生方の熱意が感じられ、私も行ったことのないドイツに魅了されていきました。それからは、テレビや本などで「ドイツ」とあるだけで耳を澄まし手に取ってしま
う、という生活が続きました。２年生の終わりに海外語学研修で、初めてドイツを自分の肌で感じる事が実現できることになり、心を躍らせながら研修を満喫してきました。た
だ、研修は１ヶ月間で語学学校に通ったので、ドイツ人と直接会話をする機会があまりなく、満足し切れなかった部分がありました。しかし、その心残りはすぐに「長期留学を
する！」という強い決心に変わりました。学部生のドイツ派遣留学制度も整い、私に長期留学というチャンスが巡ってきました。ついに長期留学の夢が叶ったのです。

渡航してからすぐは自分が想像していた事と違う部分もあり、戸惑う事が少なくなくホームシックになったりしました。が、「来たからに
は楽しもう！」と気持ちを切り替えると、徐 に々物事が良い方向に進むようになりました。会話に対する考え方が変わったのもその頃で
した。留学を決心した時から、「ドイツ人と直接会話をするとドイツ語が上手くなる」と思い込んでいたのですが、休み時間に他国の友
達とドイツ語で話すことや寮に帰ってから相部屋の学生と会話する事も力になる、と考えが変わりました。初級・中級コースではDSHという語学試験の合格を
目標とした授業だったので、授業後の半日は宿題をこなすだけで終わる日がよくあり、学校を休もうと思った日も少なくありませんでした。そんな平日を乗り切る
ため、金曜日の晩には友達を呼び寮の部屋で映画を観たり、週末に旅行に出たりしました。特に夏休みの一人旅は多くの人との出会いをもたらしてくれました。
一人旅は確かに心細く、話し相手がほしくなることもありますが、旅先のユースホステルで同部屋の人と気兼ねなく話ができ、そこから友達になれることもありま
す。旅先で出会った方の一人で特に印象に残っているのはある日本人男性で、退職後一人、日本から自転車だけを持ち込み、ロマンチック街道を走ってい
ました。その方は以前もドイツに来た事があり、その時知り合ったドイツ人を訪ねたり安い宿に泊まったりしながら旅行されていました。小さなきっかけでも、知り
合った人とのつながりを大切にしているその方を尊敬してしまいました。私もドイツで出会った人とのつながりを大切にし、何十年か先にでも私を訪ねてきてくれ
る、そんな関係を作りたいと強く思いました。
私は留学前より語学力が自信を持てるほど伸ばせませんでした。しかし、国境を越えて多くの人と知り合う事ができました。その人たちとの交流を大事に続
けて行きたいです。こんな素晴らしい機会を与え支えてくれたドイツ語学科の先生方と両親に、本当に有難うございました。

2006年3月外国語学部ドイツ語学科卒業
言語教育研究科2年 石田　朋子

今回は2005年3月から10ヶ月間学部4年次にドイツのライプツィヒ大学へ派遣留学し、
現在は大学院生の留学体験記を紹介します。

人と出会う素晴らしさ

心 と 体
“心身一如”という言葉があります。心と体は一体である、という意味です。体のどこが悪
いというわけではないけれど調子が悪い、気晴らしをしても楽しめない…という時がありま
す。それは、実は心がＳＯＳを出しているのかもしれません。また、何か悩みごとがある時、

ちゃんと睡眠時間をとるようにしたり、食事をきちんととったりして体をケアしてあげると、淀んでいた水が流れる
ようにいつの間にか悩みが気にならなくなったり、解決に向かうエネルギーが出てくる場合があります。ジョギン
グやスポーツなど少し体を動かしてみるとなぜか気持ちがすっきりした、ということも意外とあるものです。それで
もうまくいかないときは、自分だけで抱え込まないで、気軽に学生相談を利用してみてください。心と体の声に
耳をすませて、自分にとって一番合う方法を探してみましょう。

健康管理室カウンセリング部門カウンセラー 植田　有美子

法科大学院の修了者には、司法試験の受験資格が与えられます。ただし、この受験資格は一度取得すれば生
涯続くというものではなく、法科大学院修了後5年間で3回までしか司法試験を受験することができません。もし、
受験資格を失えば、もう一度法科大学院に入学して勉強をしなおすか、「予備試験」を受験しこれに合格しなけれ
ばなりません。そのような厳しい受験制限がありますが、本学法科大学院では、修了者についても司法試験の勉
強に集中することができる環境を整える必要があると考え、修了後も最長で５年間授業を聴講することや24時間
利用可能な自習室を利用ができる「研修生制度」を導入しています。

～「研修生制度」で修了後もサポート～

２
月
１３
日（
火
）、
神
戸
親
和
女
子

大
学
に
て「
小
学
校
教
諭
一
種
免
許

状
取
得
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い
て
協

定
調
印
い
た
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
本
学
在
学
中
に
、
小

学
校
教
諭
一
種
免
許
状
を
取
得
す

る
の
に
必
要
な
科
目
を
神
戸
親
和

女
子
大
学
通
信
教
育
部
児
童
教
育

学
科
（
初
等
教
育
学
コ
ー
ス
）の
科

目
等
履
修
生
と
し
て
単
位
修
得

し
、
従
来
、
在
学
中
に
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
小
学
校
教
諭

一
種
免
許
状
の
取
得
を
可
能
に
す

る
も
の
で
す
。
中
学
校
教
諭
一
種

免
許
状
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
学

生
を
対
象
と
し
、
平
成
19
年
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

詳
細
は
教
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

姫
路
に
暮
ら
す
外
国
人
児
童
・
生
徒
の

た
め
の
教
科
学
習
支
援
に
関
す
る
研
究

日
本
語
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

言
語
教
育
研
究
科

周
藤
祐
子
　
山
野
奈
央

姫
路
市
に
は
ベ
ト
ナ
ム
人
を
は
じ
め
多
く

の
外
国
人
児
童
・
生
徒
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
彼
ら
は
日
本
語
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

教
科
学
習
に
関
し
て
も
様
々
な
困
難
を
抱

え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
達
は
彼
ら
の
教
科
学
習
に

役
立
つ
よ
う
な
対
訳
補
助
教
材
の
作
成
を

目
的
と
し
、
特
に
高
校
受
験
を
念
頭
に
置

い
た
教
材
作
り
を
進
め
ま
し
た
。
教
科
は
、

外
国
人
生
徒
に
と
っ
て
学
習
が
難
し
い
と
さ

れ
る「
中
学
社
会（
地
理
・
歴
史
・
公
民
）」に

絞
り
ま
し
た
。

教
材
作
成
に
際
し
て
は
、
日
本
語
の
知
識
が

十
分
で
は
な
い
外
国
人
生
徒
の
た
め
に
、
比
較

的
易
し
い
日
本
語
で
説
明
を
す
る
よ
う
心
掛
け

る
と
と
も
に
、
絵
や
図
な
ど
を
多
く
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
見
た
目
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う

工
夫
を
施
し
ま
し

た
。
対
訳
は
、ベ
ト
ナ

ム
語
版
、
英
語
版
を

用
意
し
ま
し
た
。

今
回
は
私
達
に
と

っ
て
も
初
め
て
の
試
み

で
、
改
良
す
べ
き
点

は
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
教
材

が
外
国
人
生
徒
に
対

す
る
教
科
学
習
に
少

し
で
も
役
立
て
ば
幸

い
で
す
。

平
成
１８
年
度
の
姫
路
市
「
政
策
研
究
費
助
成
事
業
」
７
件
の
う
ち
、
本
学
の
３
件
が
選
ば
れ
、
そ
の
研
究
成
果
発
表
会
が
２
月

１４
日
、
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
助
成
事
業
は
官
学
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
２
０
０
４

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
地
元
の
大
学
か
ら
提
案
さ
れ
た
魅
力
あ
る
研
究
活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
加
わ
っ
た
学
生
の
皆
さ
ん
に
報
告
し
て
も
ら
い
ま
す
。

幼
児
の
睡
眠
習
慣
と活

動
状
況
に
つ
い
て

松
村
研
究
室

こ
ど
も
保
健
学
科
２
年
　
　
　
赤
岡
　
亮

幼
稚
園
、
保
育
園
に
行
き
、
幼
児
期
の

睡
眠
習
慣
と
活
動
習
慣
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
少
し
ず
つ

手
直
し
し
て
原
稿
に
ま
と
め
上
げ
ま
し

た
。
調
査
結
果
か
ら
、
午
前
中
に
活
動
水

準
が
上
が
る「
か
ら
だ
作
り
」
を
家
族
全
員

で
取
り
組
み
、
早
寝
早
起
き
の
生
活
習
慣

を
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
研
究
発
表
を
通
し
て
、

睡
眠
が
幼
児
期
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
大
切

な
も
の
か
が
分
か
り
ま
し
た
。
将
来
、
保

育
士
と
し
て
保
護
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
つ
つ
、
乳

幼
児
が
充
分
な
睡

眠
を
取
る
こ
と
の
出

来
る
環
境
を
作
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

山根学長と大塚学長
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